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分散データのロバストな利活用

事故データ
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Privacy-preserving Distributed Data Integration (PDDI)

・各々の機関が互いのデータを開示することなく，関連データを突合可能．
・プライバシ情報を他機関に移動させることなく突合情報を得ることが可能
・複数の機関での突合が可能
・突合する情報の所有者，所有機関を秘匿化したまま，関連づけ，突合が可能
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PDDIによる学校の事故事例の統合
小学校で児童がブランコでけがをした事例では、事故が起こった遊具に関す
るデータは学校、病院への救急搬送データは消防署、傷害・後遺症に関する
データは病院が管理．事故に関する情報が，異なる機関で分散されて保管さ
れる．PDDIでは異なる機関に分散した関連データを分散環境でプライバシ情
報を保護して統合し，事故の統計的因果モデル作成を可能に．

遊具メーカ 救急搬送データ 傷害データ 後遺症データ
学校 ✓ ― ― ―
消 防
署

― ✓ ― ―

病院 ― ― ✓ ✓

生徒や学校のプライバシ情報は漏らさず，事故の
データのみを収集

消防署 学校 病院

データデータ

生徒名 遊具メーカ
学校 ✓ ✓

生徒名 救急搬送データ
消防署 ✓ ✓

生徒名 傷害データ 後遺症データ
病院 ✓ ✓ ✓

データ
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Privacy By Design の勧め
こどもの安全に向けて，学校が欲しい情報，メーカ企業が欲し
い情報，一般市民が欲しい情報，それぞれ欲しい情報は違うけ
ど，必要と思われる情報を全部集めようではなく・・

器具

検証

利用者 学校 一般
市民

行事の在
り方の確
認

同じ事故の共有
による安心

利用したいデータ，利用する人により保護すべき対象は変わ
るPrivacy by design の設計で事故データの安全な利活用を．

活用法

企業

不要個人情報 不要 保護
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まとめ

1．各種情報のディジタル化により，情報共有が容易になった反面，
プライバシと個人情報の保護が重要となっている．

2．ディジタル化されたプライバシ情報は漏洩すると，一人歩きする
ため，情報漏洩のリスクは可能な限り下げることが望ましい．

3．分散システムはロバストなシステムを実現．集中すると，管理負
荷と漏洩の危険性が高くなる．

4．リスクを明確にし，プライバシバイデザインによるこども達のプラ
イバシも保護した事故データ活用の設計．
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